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１【提出理由】 

2017 年６月 28 日開催の当社第８回定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商

品取引法第 24 条の５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第 19 条第２項第９号の２の規定

に基づき、本報告書を提出するものであります。 

 

２【報告内容】 

 (1) 当該株主総会が開催された年月日 

   2017 年６月 28 日 

 

 (2) 当該決議事項の内容 

第１号議案  取締役（監査等委員である取締役を除く。）10 名選任の件 

取締役（監査等委員である取締役を除く。）として西尾啓治氏、難波隆夫氏、 

石田隆廣氏、幸坂眞也氏、土岡英明氏、小西寛昭氏、城端克行氏、小板橋正人氏、 

本井秀樹氏および阿南久氏を選任する。 

 

第２号議案 補欠の監査等委員である取締役２名選任の件 

補欠の監査等委員である取締役として大森節也氏および服部明人氏を選任する。 

 

第３号議案 会計監査人選任の件 

会計監査人として有限責任監査法人トーマツを選任する。 
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 (3) 当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決

されるための要件ならびに当該決議の結果 

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件 
決議の結果 

（賛成の割合） 

第１号議案 

取締役（監査等委員である取締

役を除く。）10名選任の件 

     

 西尾 啓治 551,866 13,065 1,572 (注)１ 可決(97.04%) 

 難波 隆夫 555,977 8,955 1,572 (注)１ 可決(97.76%) 

 石田 隆廣 555,981 8,951 1,572 (注)１ 可決(97.76%) 

 幸坂 眞也 556,054 8,878 1,572 (注)１ 可決(97.78%) 

 土岡 英明 556,017 8,915 1,572 (注)１ 可決(97.77%) 

 小西 寛昭 556,046 8,886 1,572 (注)１ 可決(97.78%) 

 城端 克行 556,049 8,883 1,572 (注)１ 可決(97.78%) 

 小板橋正人 556,062 8,870 1,572 (注)１ 可決(97.78%) 

 本井 秀樹 552,812 12,119 1,572 (注)１ 可決(97.21%) 

 阿南  久 558,350 6,582 1,572 (注)１ 可決(98.18%) 

第２号議案 

補欠の監査等委員である取締

役２名選任の件 

     

 大森 節也 554,875 10,055 1,572 (注)１ 可決(97.57%) 

 服部 明人 550,282 14,649 1,572 (注)１ 可決(96.76%) 

第３号議案 

会計監査人選任の件 
562,612 2,341 1,572 (注)２ 可決(98.93%) 

  (注)１．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席

した当該株主の議決権の過半数の賛成であります。 

  (注)２．出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。 

 

 (4) 議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

本総会前日までの議決権行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認でき

たものを合計したことにより、各議案の可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本

総会当日出席の株主のうち、賛成、反対および棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりま

せん。 

 

以上 


